頭の中で鳴り響く不快な音
眩暈をおこしそうな
光
それが「はじまり」なのか
それが「おわり」なのか
ただ、確かな事は
あの人の
肌の熱さ
-------- だけ
「…ん…っ」
重ねられた唇の感触と同時に圧し掛かってきた重さを受け止めて、
ヤンはそのまま流される様に座っていた長ソファに倒れこんだ。
唇が離れると同時に、閉じた瞳をそっと開くと
冷たくて暗い…しかし、どこか寂しそうで哀れむような瞳がヤンを見つめていた。
「ヤン…」
彼は優しく囁くような声で名を呼び、そっと、ヤンの頬を撫でる。
指の動きはどこか優雅で、その柔らかな温もりが顎を捕らえた時、
もう一度、ヤンは、彼----ハウに唇を塞がれた。
【永久より彼方に】
母が他界する時、ヤンは初めて母以外の、”血縁者”に会った。
母は否定していたが、紛れも無く、あの写真の男が父親だった。
そして、その男は観た事の無い青年を連れていた。
自分より、少し年上の、几帳面そうな線の細い青年だった。
その青年は自分の腹違いの兄だと言うことを知るのに、時間はかからなかった。
けれど、ヤンにとって彼の存在は、それ以上でも、それ以下でもなかった。
今更、彼等が目の前に現れたところで、憎しみ以外の感情など生まれてはこなかった。
喪が明けて、ヤンは警察学校に入る事を決意していた。
自分はあんな父親のようにはなりたくない…と。そういった想いから。
父親は賭博場の経営で成功し、今では尖沙咀の…
いや、香港で最大の黒社会組織の大ボスだった。
そんな父親の存在を前に、ヤンは少年の反抗心、父への憎しみの篭った、想い
そして、父には似なかった、最愛の母への愛を受けて育った持ち前の正義感から
善人でいたい-------その一心で。
そんなヤンの前に再び現れたのが、ハウだった。
「私は、この間までお前の存在を知らなかった。
お前が、どれだけ辛い思いをして来たのかを、私は想像できない。
けど、私はお前を嫌いじゃない。何かあったら、私を頼ってくれ。」
そう言って、ハウは自分の電話番号の紙をヤンに手渡した。
確かに悪いのは父親であって、ハウには関係の無い事だ。
ハウ以外にも自分に腹違いの姉や兄が居る事も知った。
ハウは黒社会とは関係なく、一介の会計士だという。父とは違う。
そう、ヤンは思ってみたところで、それでも感情的な部分で
ハウを好きにはなれなかった。
だから、彼にも、父にも二度と関わりたくない。
そうヤンはおもっていたのだが、ハウは
「お前が、心配なんだ。」
そう言って、ヤンの前に何度も現れる様になった。
それは紛れもなく、ハウの本心なのだろう。
彼にとって、ヤンは母親を無くした　腹違いの弟。
ヤンが独りで暮していた小さな部屋にハウが尋ねてきた時の事だった。
母親の話をしていて、少し表情を落したヤンに、
ハウは突然、唇を重ねてきた。
思わず、殴り飛ばすようにハウを突き放したヤンに
ハウは一瞬、寂しげな笑みを浮かべてから、
ひとつ、溜息をついて言った
「働き口を探しているなら、私が世話をしてやる。」
しかし、ヤンは怒りの感情のままに怒鳴りつけた
「断る！俺は警察官になるんだ。アンタ達の世話にはならない！」
そう言って、ヤンはハウを部屋から追い出した。
ハウは、ヤンが警察官になれないことを知っていた。
犯罪者が家系に居た場合、警察官にはなれないのだ。
仮に、ヤンが私生児でンガイ家との繋がりが薄いとしても、
今のンガイ家の黒社会での力を考えれば、警察とてヤンを見逃すわけにはいかない。
しかし、ハウは自分達さえ、黙っていれば、もしかしたらそれを隠しとおせて、
ヤンは自分の道を行けるのかもしれない。そう思った。
あの日…父が死ぬまでは。
歯車がいつ、狂ったのかは解らなかった。
いや、狂ったのではなく、これは全て巧妙に仕組まれた運命だったのかもしれない。
ハウは、父の死の一報を受け、自分の内で何かが崩れる音を聞いた。
締めつけられるような胸の痛みは、やがて…なんとも言えない高揚感に変わっていく。
そんな自分を可笑しいと思ったが、ドロドロとした欲望は、胸に溢れつづけ、
それは、押さえていたヤンへの想いをも、思い出させてしまった。
「ヤンは黒社会のボス、ンガイクワンの息子だ。」
それをバラせば、ヤンは警察学校を退学になるだろう…。
そうなれば、ヤンを自分の手中にいれる事は、容易いかもしれない。
何度かヤンのポケベルに連絡を入れてみるが変事は無い。
ハウは、車のキーを腹心のロ・ガイに渡すと、直接ヤンの元へ向かった。
あれから、暫くして、ヤンは自分の所へ転がり込んできた。いとも容易く。
ヤンは案の定警察学校を退学となり、傷害を犯して刑務所に服役していた。
そんな若者の歩む道は既に決まっている。ヤンは警察官になど、もうなれない。
もう、彼は自分の手に落ちたも同然だ。ハウはそう思った。
三叔を手をまわし、適当に軽い罪をつけてその刑務所に送りこむ。
黒社会でも確固たる地位をもつ三叔は、無論、刑務所内での権限も強い。
三叔ならば上手いことヤンを守り、そして引きこんでくれるはずだ。
そして、ヤンは出所してすぐに三叔の元にやってきた。
それは即ち、ハウの元へやってきたのも同然である。
ヤンはその日、三叔の後について、初めてンガイ家の敷地に入った。
それは、理想的なほどの豪邸だった。
自分と母の暮していた、あの小さな部屋とは大違いだった。
出来れば、一生来たくは無かった場所。
出迎えたハウはそのままヤンをハウの自室と化している書斎に連れて行った。
「ンガイ家の一員として、私の弟として…お前を歓迎するよ」
立ち尽くしたまま部屋を思わず見渡すヤンに近づき、ハウは彼を抱きしめた。
ヤンは思わず、身を堅くしたが、抵抗はしなかった。
この場に三叔もロ・ガイも居るからだ。抱擁程度を変に突き放す方が可笑しい。
ハウはやっと、手に入れることの出来たその温もりを、思う存分に抱きしめる。
それは、歪んだ感情だと解っていた。
ヤンの母の見舞いに行ったあの日、
初めて観た自分の弟。
目を合わせると、さっと逸らしたが、それ以外では、
自分を憎しみの目で睨みつけていた、
あの深く寂しげな瞳を見た瞬間、それを手に入れたいと、そう願ってしまった。
今、ヤンの温もりがハウの腕の中に在るのは、間違いのない現実だった。
「ヤン、お前は…私を今でも嫌いか?」
ヤンを抱きしめたままそう耳元で呟く。
「…」
ヤンがその質問に答えないままで居ると、
ハウは軽く微笑み、ヤンをみつめた
「無理はしなくていい。お前にとってココは一番嫌いな場所だろう。
だが、いつか父を許す事ができるなら、居間にある霊牌に手を合わせてくれ」
そう言って、ハウはヤンを離すと、三叔に下がる様に命じた。
三叔が下がると、ハウはゆっくりと部屋の奥にある席につく。
「この世界に入るには、色々と儀式があるんだが…
我々は血の繋がった家族だ。それも必要あるまい。
だが、酒くらいは軽く酌み交わしておきたいとおもってね。」
ハウがそう言うと、既にロ・ガイが酒を用意し、持ってきた。
ヤンは、グラスを躊躇いがちに手に取る。
それを見たハウは、先ほどのように優しい笑顔を浮かべ、ヤンを見つめると
無言のままグラスをヤンのグラスに合わせた。
硝子の音が一瞬だけ軽く響く
そして、ハウはそれを一口含んだが、ヤンは唇を湿らせただけだった。
しかし、ハウはその事に気がつかず、満足げに微笑むと、立ちあがり、ヤンに近づく
「…？」
思わずヤンが怯み、足を後ろに一歩出すと、何かにぶつかった。
振りかえると、何時の間にかロ・ガイがそこに立って居た。
「お前はこれから三叔の下についてもらう事にしよう。
本当は直接の私の部下でもいいのだが、三叔の元についていた方が
何かと勉強になる。そして、いづれ私の腹心として彼の跡を継いで欲しい。」
ハウはそう言いながら、ポケットから何かを取り出し、
ヤンの左の頬から耳にかけて撫で上げる様に手を触れた。
思わずビクリと震えたヤンの躰をロ・ガイが後ろから押さえつけた時、
カチン
少し大きな音がヤンの左耳で響き、小さな衝撃と痛みがヤンを襲った。
「あっ?!」
ヤンは思わず声をあげて自分の左耳に手を運ぶ。
指先に、金属の感触。
それは、ピアスだった。
「私からのプレゼントだ」
突然の事で、まだ動揺しているヤンの唇に、ハウは口づける。
「うっ…ん」
思わずヤンが躰を捻り、首を逸らして抵抗しようとしたが、
ロ・ガイに押さえつけられたままでは上手く行かない。
ハウは瞳を閉ざさないまま、そんなヤンを面白そうにみつめ、
そして上目使いでヤンを押さえこんで居るロ・ガイをみつめた。
ロ・ガイはその視線に気がつくと、そっと自分の視線を逸らした。
ハウはそれを面白そうに眺めて、唇を離す。
「ところで…お前はこの家に住むのは嫌だろうし、
我々は構わないのだが、さすがに、母がちょっと神経質になるだろう…
もう、歳だからな。お前にとっても母の存在は気を使うだろうし。」
何事もなかったようにそう言って、懐の財布を取りだし、高額の紙幣の束を取り出す。
「暫くはこの金を持っていなさい。金が足りなくなったら言えばいい。
お前はンガイ家の一員なのだから。」
ヤンは、目の前に差し出された札束を、本当は跳ね除けたい衝動に駆られたが、
それをグッと押さえこみ、受け取る。
「…それじゃ、俺はもう、行きます」
搾り出すように、ヤンはそれだけ言うと、ロ・ガイを振り払い、
そのまま部屋を駈け出て行った。
「ロ・ガイ…お前もヤンを頼んだぞ。」
ヤンの背中を嬉しそうに見送ったハウは、目の前に居たロ・ガイに近づき、
その胸に顔をうずめた。
ロ・ガイは躊躇いながらも無言のままハウをそっと抱きしめる。
それに、ハウは満足そうに微笑むと、眼鏡を外し、彼に口付けた。
頂点に立つのは独りでいい。
けれども、地獄に堕ちるとしたら、ふたりの方がいい。
それならば…相手は、愛するお前しかいないじゃないか…ヤン…
